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授業科目名
情報科学
Information Science  科目区分

単位数
２ 時間割
後 火２  

対象年次及び学科
１～２年　全学部 
 
講義題目
コンピューターを科学する
Computer Science  

教員名
林  純一郎（工学部） 関連授業科目

授業の概要
　コンピュータによる情報処理、セキュリティを始め、コンピュータによる情報科学について学ぶ。コンピュータによる情報処理では、「情報」という概念の説明に始まり、コンピュータで扱うことができるデジタルデータ、コンピュータの動作原理、歴史的背景、オペレーティングシステムとその歴史などについて説明する。セキュリティに関しては、コンピュータウィルス等、コンピュータ使用時に注意すべき事項などについて説明する。またコンピュータによる情報科学に関しては、各種研究事例等を紹介し、人とコンピュータの関係について説明する。 

授業の目的・達成目標
　コンピュータによる情報処理、コンピュータの動作原理、ハードウェアとソフトウェアの役割、コンピュータのセキュリティ等について理解するとともに、これらを使った情報と人との関係を理解することを目標とする。具体的な達成目標は以下のとおりである。
(1) ハードウェアの概要を説明できる。
(2) コンピュータ上のデータ表現を説明できる。
(3) オペレーティングシステムの概要を説明できる。
(4) ネットワーク利用上注意すべき点を説明できる。
(5) 情報と人との関係事例を紹介できる。
 
授業及び学習の方法
資料をプロジェクタで投影して口述する。補助的に板書を用いる。 

成績評価の方法と基準
定期試験により評価する。 

授業計画
(1) 授業概要
(2) 情報とは
　　・0と1の世界
(3) コンピュータの基本
　　・コンピュータの種類、ハードウェア概要
(4) コンピュータの歴史
　　・真空管式から現在まで
(5) コンピュータのデータ表現
　　・2進数、16進数、整数表現、実数表現、文字表現
(6) オペレーティングシステム
　　・基本と歴史
(7) プログラミング
　　・言語
(8) インターネット
　　・プロトコル等各種技術
(9) 情報セキュリティ(1)
　　・ルールとマナー
(10) 情報セキュリティ(2)
　　・コンピュータウィルス
(11) 情報セキュリティ(3)
　　・コンピュータ犯罪と防衛
(12) 情報と人との関係(1)
　　・印刷機における情報科学事例
(13) 情報と人との関係(2)
　　・人のように見る情報科学事例
(14) 情報と人との関係(3)
　　・人と物との情報科学事例
(15) 定期試験等
 
教科書
とくに指定しない 
参考書
鑰山徹：「これから学ぶコンピュータ科学入門（ハードウェア編）」、工学図書株式会社、ISBN4-7692-0467-1
鑰山徹：「これから学ぶコンピュータ科学入門（ソフトウェア編）」、工学図書株式会社、ISBN4-7692-0466-3
海野敏、田村恭久：「情報リテラシー」、オーム出版局、ISBN4-274-13261-7 
オフィスアワー
質問は授業終了後に受け付ける。メールによる質問は常時受け付けるが、メールアドレスは工学部ホームページを参照のこと。 


URL　http://www.kagawa-u.ac.jp/high-edu/jim/syllabus/2008/2008-/JPN/000863.htm

授業科目名
情報科学Ａ
Information Science A 	科目区分

単位数
２	時間割
前 月４ 

対象年次及び学科
１～２年　全学部

講義題目
情報リテラシー
Information literacy 	

教員名
筒井  邦彦・大西　平（医学部）	関連授業科目 

授業の概要
本授業は、主に養護教諭1種取得を目指す学生において必要と考えられる情報科学リテラシーの習得をめざす。レポートや論文作成、プレゼンテーションに必要なスキル、Web上での情報収集の方法などを学ぶ。

授業の目的・達成目標
学生として、また社会人として最低限必要なコンピュータ操作能力を身につけ、情報を収集し、プレゼンテーションを行えるようになる。

授業及び学習の方法
医学部看護学科内のマルチメディア実習室の情報機器を使用し、さらに課題を提出する。

成績評価の方法と基準
出席状況、提出物、プレゼンテーションにより総合的に評価を行う。

授業計画
(1) コンピューターの基礎
(2) ネットワークの基礎
(3) メールの活用
(4) Webの活用
(5) コンピューターのセキュリティー1
(6) コンピューターのセキュリティー2
(7) マルチメディアファイル（音声、動画）の扱い方
(8) Wordによる文章の作成
(9) Wordによるポスターの作成
(10) Excelによるデータの整理
(11) Excelによるグラフの作成
(12) Power Pointによるプレゼンテーション1
(13) Power Pointによるプレゼンテーション2
(14) Power Pointによるプレゼンテーション3
(15) まとめ	

教科書
講義上で必要になれば通知する。
参考書
インターネット、メール、Officeに関するもの（マルチメディア室はWindowsXP、Office2007です）。

オフィスアワー
質問は講義後に受け付ける。詳細は講義中に通知する。
履修上の注意
入学時に総合情報基盤センターから配布される学生用メールアカウント、ログインパスワードが必要なので、授業時には持参すること。


